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七
月
三
日
（
日
）
、
玖
珠
川

河
川
敷
「
や
す
ら
ぎ
河
川
公
園
」

の
花
壇
の
花
植
え
と
草
刈
り
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
生
活
環
境
部

会
が
、
玖
珠
町
環
境
保
全
の
日

に
合
わ
せ
て
毎
年
こ
の
時
期
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日

は
自
治
委
員
・
女
性
部
な
ど
一

〇
五
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
よ
っ
て
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

伸
び
き

っ
た
雑
草

は
す
っ
き

り
と
刈
ら

れ
、
花
壇

に
は
サ
ル
ビ
ア
と
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
の
花
苗
八
〇
〇
本
を
定
植
、

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
散
歩
な

ど
で
河
川
敷
を
訪
れ
た
方
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

九
月
に
も
う
一
度
草
刈
り
を

行
い
、
冬
に
は
花
壇
の
花
の
植

え
替
え
を
行
う
な
ど
、
年
間
を

と
お
し
て
河
川
敷
美
化
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

七
月
十
日
、
町
道
小
田
線
の

「
神
幸
（
み
ゆ
き
）
橋
」
で
、

橋
の
欄
干
の
塗
り
替
え
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

現
天
皇
の
即
位
の
際
に
、
近

く
の
田
ん
ぼ
が
稲
を
献
上
す
る

「
大
嘗
祭
主
基
斎
田
」
に
選
ば

れ
た
一
九
九
〇
年
に
塗
り
替
え

ら
れ
、
二
〇
年
が
経
過
し
ペ
ン

キ
が
剥
げ
落
ち
た
欄
干
は
外
観

を
損
ね
、
地
元
か
ら
塗
り
替
え

要
望
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

三
日
月
の
滝
周
辺
は
県
内
外

か
ら
の
観
光
客
も
多
く
、
訪
れ

た
皆
さ
ん
に
気
持
ち
良
く
利
用

し
て
も
ら
お
う
と
、
小
田
地
区

と
北
山
田
地
区
の
地
元
住
民
の

有
志
に
よ
っ
て
、
欄
干
の
塗
り

替
え
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
九
州
北
部
で
ち

ょ
う
ど
梅
雨
明
け
を
迎
え
、

前
日
ま
で
の
雨
模
様
か
ら
一

転
、
好
天
気
に
恵
ま
れ
予
定

通
り
作
業
を
終
え
ま
し
た
。

町
か
ら
資
材
の
提
供
を
受

け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四
十
名

の
参
加
で
鮮
や
か
な
朱
色
に

塗
り
か
え
ら
れ
た
「
神
幸
橋
」

は
、
見
違
え
る
よ
う
に
綺
麗

に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
橋
を
「
地
域

づ
く
り
」
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
の
地
元
住
民
の
方
の

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
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河
川
敷
整
備

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

「
神
幸
橋
」

小
田
・
北
山
田
地
元
住
民
で
お
色
直
し

早朝から多くのボランティアの皆さんのご協力をいただきました。

暑い中での作業、お疲れ様でした。

今年も、賑やかに祇園祭が開催されました。

塚脇祇園は７月１６・１７日、玖珠郡内の山

車が集まる祇園大祭は７月２３日にそれぞれ開

催され、大勢の見物客で賑わいました。

塚脇祇園は明治より始まり、永く伝統を守り

ながら山車の運行をしてきましたが、高齢化等

により押し子の手当が困難となったため、押し

子会を結成し押し子の募集したところ地区内外

から１００名近くの参加がありました。

そのため押し子の締め込みが不足、現存分の

汚損・破損などもあり、今年度のコミュニティ

推進枠の補助金（地区団体活動等推進事業補助

金制度）を活用し、締め込み１００本を購入し

ました。

塚脇祇園山車保存会
地区団体活動等推進事業で締め込み購入

締
め
込
み
姿
も
勇
ま
し
い

塚
脇
祇
園


